
８成分構成の小口径インテリジェント型歪計の開発 

Development of 8-components small-size Intelligent Type Strainmeter. 
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 我々は，応力解放法により初期応力を測定するインテリジェント型歪計を開発してきた．この歪計は，歪計・

電源・データロガーが一体となっており，ボーリング孔の孔底に設置後，オーバーコアリングで応力解放を行い，

応力解放前後の歪み変化から，ボーリング孔の孔底に作用していた初期応力を求める． 

  今回開発した歪計は，歪の測定部が φ２２ｍｍ，長さ２７９ｍｍである．データロガーや電源部は歪計の上

部にあり．φ４３．７ｍｍで長さ７０２．５ｍｍである．セントライザー等を含め全長は１１６．７ｍｍである．

孔径を小さくしたことで，オーバーコアリング時に肉厚のある岩盤を切り出すことが可能になった．ＨＱでオー

バーコアリングを実施する場合でも，歪計の周りに，肉厚１６ｍｍ以上の岩盤を残すことが可能である．歪計の孔

径と応力解放する岩盤の孔径比が大きくなることから，応力解放前後の歪み変化は，従来よりも測定装置を内含す

る影響を受けにくくなる． 

 


